
平成３０年度「安全啓発活動委託事業」実施内容と主な成果 

 

市・町Ｐ連 実 施 内 容  ／  事業実施後の主な成果 

加 賀 市 

内容 ・校舎周辺の環境整備（側溝の清掃、蜂の巣の駆除）のために、側溝清掃用ジョレン、及び

スズメバチ用殺虫剤の購入 

   ・駐車場の安全確保のため、カラーコーン、コーンベース、カラーバーの購入 

成果 ・校舎周辺の側溝の泥を取り除いたことで、雨水等がスムースに流れ、校地に流れ込むこと

がなくなった。 

   ・校舎周辺にある蜂の巣を駆除したことで、蜂が教室内に侵入することを防ぐことができ

た。 

   ・行事等で来客が多い場合や、工事等で立ち入り禁止区域をも行ける際にカラーコーンとバ

ーが役立っている。 

小 松 市 

内容 ※ 事業参加希望のあった8校に分配 

   ・学校正門への車両進入禁止案内看板設置 

   ・巡視に使用する腕章の購入 

   ・事故・急病・けがなどの対処方法取得のため消防署を招聘 

 ・道路に足形をペイント 

 ・挨拶運動など引継ぎや記録の為のクリアファイル購入 

成果 ・車両進入規制で事故の未然防止および児童の安全確保ができた 

   ・学校名を名入れすることで、保護者・地域・児童・職員の安全な町づくりへの関心と

参画意識向上 

   ・心肺蘇生法、AEDの使い方を理解し万一の時でも落ち着いて対処する方法を身に付

ける事ができた 

   ・児童への注意喚起により飛び出しを防止し安全を確保することができた 

   ・運動を継続するためにクリアファイルを使用し円滑な引継ぎができた 

能 美 市 

内容 ※ 本年度指定５校に補助金として各校１万円を配分 

・校区内の危険箇所に設置されている「あぶない！」という看板の、老朽化に伴う更新 

および新規の設置 

・自転車教室のポイント箇所や、校地内での駐車禁止ゾーンの明示・安全確保のための 

コーンおよび安全バーの設置 

・危険・注意箇所マップの印刷 

・通学路への安全啓発の標示板設置 

・安全啓発用サインキューブ専用ウェイトおよび管理用ステッカーの購入 

成果  

・校区内の通学路の安全点検を実施し、その結果を加味した上で、改めて「あぶない！」 

看板の交換や新規設置を行った。その結果校区内での子どもの事故や不審者案件もな 

く、域内の生活安全に寄与できたものと考えている。 

・自転車教室において使用することで、児童の正しい自転車の乗り方や交通ルールを学 

ぶ一助となった。また各種行事における校地内での設置により交通整理に役立った。 

・危険・注意箇所についてマップを作成することにより、児童、保護者、教職員、地域 

の方々と情報共有ができ、児童への注意喚起を行うことで安全に対する意識を向上さ 

せることができた。 

・生徒玄関前通学路に運転手に対して徐行をお願いする立て札を設置することで、生徒 

が安心して登下校できる環境づくりを行うことができた。 

・校門から外へ出る際に飛び出しをしないよう（校門が急な斜面の中腹にあり、駐輪場 

から校門まで下り坂になっているため、自転車が加速しやすく危険）設置されたコー 

ンの重りが劣化・破損していたためそれを買い替えた。大型コーンで、さらに安全啓 



発になる文字をステッカーで貼ったので、校門手前の坂の上からでも確認することが 

できるようになり、生徒の飛び出し緩和につながっている。実際に今年度校門前での 

事故は起きなかった。 

 

 

川 北 町 

 

 

 

内容 ・防災訓練不審者対策用ハンドマイク追加購入 

   ・車や人員整理のためのカラーコーン、バー、ロープの補充 

   ・防犯グッズ（スプレーや笛）の補充 

   ・育友会や児童会の安全指導の際の腕章補充 

   ・防犯ボランティアの帽子・ベストの補充 

成果 ・車や人員の整理、禁止区域の明示、誘導通路の確保等に使用し、防災訓練や安全指導が効 

率よくできた。 

   ・交通安全指導や運動会等の不特定多数が集まるイベントの際に腕章・ベストや帽子を身に 

つけることで、児童や保護者、地域の方の安全意識が高まった。 

白 山 市 

内容 ・児童対象にネットモラル研修会を実施 

・ネットモラル研修会の結果を白山市ＰＴＡ大会において実践発表 

成果 ・スマホ・ケータイやインターネットの危険性や正しい利用方法、ルール・マナ―が身 

についた。（児童のアンケート結果参照） 

・ネットモラル研修会開催の必要性をＰＴＡ会員に伝えることができた。来年度は各単

位ＰＴＡでネットモラル研修会を計画していただく。 

野  々市 市 

内容 ・市内各単Ｐ（７単Ｐ）へ安全委託費と市Ｐ連補助金を合わせて配布。 

成果 ・児童、生徒の登下校安全対策活動費に充当 

   （各単Ｐ校区の「見守り隊」活動の備品購入及び既存備品補充費とする） 

金 沢 市 

内容 ・金沢市立小学校の新1年生が背負うランドセルに黄色のカバーを装着させ、運転手からよ 

く見えるようにしている。 

・自転車乗車中の事故から身を守るヘルメット着用の推進を目指し、実践単位ＰＴＡ（小学

校）、モデル単位ＰＴＡ（中学校）による実践を行い、その成果を市内全域に広めている。 

  平成30年までの小学校実践校38校 中学校4校 

・自転車乗車時のヘルメット着用啓発のポスターやリーフレットを作成し、各学校や公共施 

設、各家庭に配付している。 

成果 ・新一年生の登下校中の安全の確保に寄与するとともに、児童の交通安全への高揚を 

    図ることができた。 

   ・実践校及びモデル校による先行実践の成果を広めることで、より一層家庭や学校でヘルメ

ットの着用を推進する動きが見られるようになった。着用率の向上も見られる。 

内 灘 町 

内容 ・登下校時の街頭指導用のベスト購入 

   ・通学路の安全確保のための道路線引き器具購入 

   ・行事等での駐車禁止や安全確保を図るためのコーンの購入 

   ・防犯対策用笛購入 

成果 ・ベストをつけることで、街頭指導に立つＰＴＡ会員の方の自覚を高めるとともに、地域の

方や児童の安心感に繋がった。 

   ・通学路や学校駐車場等の安全確保をし、児童生徒が安全に登下校できる環境整備をする上

で、有効な道具となっている。 

津 幡 町 

内容 ・児童生徒の通学路のパトロール 

   ・地域のお祭りやイベントでの見守りパトロール 

   ・文化祭などでの学校行事における巡回指導 

成果 ・見守り活動をするにあたって、ベストを積極的に着用することで「見える形」での抑止力

向上、地域住民の防犯意識の高揚が図られた。 

   ・地域の住民と連携し、防犯啓発を実施する際に、挨拶・声かけがしやすくなった。 

   ・生活指導委員会が活動する際、パトロールベストを着用することで、連帯感が生まれ活動

の活性化につながった。 



か ほ く 市 

内容 ・七塚小学校では、通学路点検により明らかになった危険箇所にＰＴＡ生活指導部員がスト

ップマークを設置した。 

   ・河北台中学校では、育成部が中心となって行っている防犯パトロールの防犯用ジャケット

を購入して活用した。 

成果 ・飛び出しが予想される交差点での一時停止の意識が向上した。 

   ・パトロールする保護者の安全性が高まったし、生徒や地域の方が防犯パトロールの実施を

認知した。 

宝達志水町 

内容 ・自転車安全運転に関わる検定・啓発ビラの作成，配付を行った。 

   ・駐車場内の安全確保のため，誘導棒などを購入し活用した。 

・交通安全教室や救急救命法講習会などを開催し，安全啓発につなげた。 

成果 ・児童，保護者が共通の体験をすることにより，安全に対する意識を高めることができた。 

 ・家庭や学校で交通マナー向上やヘルメット・安全タスキ着用を推進する動きが見られるよ

うになった。 

   ・駐車場内の安全が確保され，送迎の車の往来がスムーズに行われるようになった。 

 

志 賀 町 

内容 ・町内4校で案内板セット、見守り隊腕章、三角コーン、道路線引き用スプレーなどを購入 

成果 ・各校の見守り隊やそれに準ずるボランティア団体が利用したり、学校の安全強化に活用し

たり、児童生の安全対策の向上に役たった。 

羽 咋 市 

内容 ・各単Ｐ（市内小中学校 ８校）において，交通安全教室や登下校時の街頭指導，心肺 

蘇生法・AED使用講習会，防犯教室などを実施し，児童・生徒並びにＰＴＡ会員の安 

全啓発につなげた｡ 

成果 ・交通安全教室を実施し，児童・生徒の正しい歩行の仕方や自転車の乗り方，基礎的 

な交通ルールを学ぶことができた｡ 

・心肺蘇生法・AED使用講習会を実施することにより，緊急時に教師やまわりの大人 

を呼ぶことの大切さを認識することや自らも使用できるような体験をすることがで 

きた。 

・防犯教室では，ネットトラブルの現状と被害者・加害者とならないための心構え 

や，不審者と遭遇した際の対応策について学ぶことができた。 

中 能 登 町 

内容 ・安全教室の実施 

   ・パトロール隊による登下校の見守り 

   ・毎日1日、15日の交通安全街頭指導 

成果 ・各ＰＴＡで統一された安全指導グッズが整備され、指導の安全・啓発に大変役立った。 

七 尾 市 

内容 安全啓発活動を行うと申請のあった単Ｐに１万円の補助金を渡した。 

   ・自転車安全教室開催 

   ・不審者対応訓練、不審者対応看板の作成 

・見通しの悪い危険箇所に、不審者抑止となる看板を設置 

   ・挨拶・交通安全指導（看板作成、安全用品、アンケート印刷代） 

   ・交通安全教室開催 

   ・危険箇所にカラーコーン購入 

   ・サポート隊安全指導員腕章他購入  など 

成果 ・安全な登下校の仕方、安全な自転車の乗り方を理解し、一人ひとりが自主的に交通安全に

気をつけた行動ができるようになった。 など 

穴 水 町 

内容 安全啓発活動に関わる備品を購入し，児童の安全確保を図る。 

   ・熱中症予防対策として，扇風機を購入 

   ・学校行事等の見守りで活用する防犯ベストを購入 

成果  ・近年の夏の猛暑により，学校教育活動中における熱中症が頻発している。学校での

エアコンの設置が進んでいないことや家庭でのエアコンの普及，児童生徒の体力低

下等，様々な要因が考えられる。そこで，本事業により扇風機８台を購入し，各教

室に設置した。このことにより，児童の体調管理が図られ，学習能率もアップした。 



     また，運動会やマラソン大会時における安全啓発活動で，保護者が防犯ベストを 

着用して活動することで，より効果が見られた。 

能 登 町 

内容 ・柳田中学校では、体育館における集会やクーラーのない特別教室における授業等の 

熱中症対策として、キャスター付きの扇風機を３台購入した。 

・小木中学校では，いつ起こる地震や津波などに備えるため，地域での避難経路を示 

す「ペットボタル」を設置している。日常的に風雨にさらされ損傷しているものもあ

るため，順次新しいものと取り換える必要があり，必要個数を購入した。 

成果 ・柳田中学校では、工業用の大型扇風機だが、キャスターによる移動が楽で、集会や特 

別教室の授業で活用した。大変暑い夏だったが、熱中症になる生徒がでなかった。 

   ・小木中学校では、夜間でもペットボタルが光ることにより，避難経路の確保と安全に

役立っている。また、毎年取り組まれる防災訓練に際し中学生が町内全域に防災チラ

シを配ることで，安全に対する啓発活動に取り組むとともに，地域の人々をつなぐ役

割を担っている。 

輪島市 

内容 ・河井小学校見守り隊 校名入り安全ベスト、帽子の作成 

   ・交通安全看板、飛び出し注意、標識、通学路、安全坊や、飛び出し君 

   ・校名入り 安全啓発 駐車禁止立て看板 

成果 ・新年度、河井小交通安全見守り隊正式発足の準備ができ、見守り隊協力者の増員を図れた。 

   ・校門前の車道側に飛び出し坊やの安全看板を設置することにより、自動車運転者の徐行を

促し、児童の安全な登下校に寄与した。 

   ・安全啓発駐車禁止看板により、登下校時間帯に自動玄関前の安全確保のため、迎えの自動

車が駐車しない場所を設定することができた。 

珠 洲 市 

内容 ・防災用トランシーバーを購入し，避難訓練時に職員間の連絡手段として活用した。 

・熱中症指数温度計を購入し，校舎内（各教室や体育館等）に設置した。 

・瞬間冷却剤やアイス枕を購入し、根中小時の処置用として配備した。 

・ＬＥＤ懐中電灯及び乾電池を購入し、災害発生時の防災用品として配備した。 

成果 ・不審者避難訓練時に、教職員間でトランシーバーを使用して連絡を取りながら、訓練を円 

滑に実施することができた。万一の際の連絡にも、有効であることが確かめられた。 

・熱中症指数温度計の指数を基に、屋外運動場の可否の判断、運動量や給水の回数、休憩時 

間の調整等を行うことで、熱中症を予防することができた。 

・大型台風による停電時、配備してあった懐中電灯を使い、避難所開設の準備を行うことが 

できた。 

 


